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タイトル 病院薬剤師が実践するがん治療の研究 

講 義 内 容 

薬剤師が行う研究と聞いてまず思い浮かぶのは、実験機器や動物を
使った実験だと思います。しかし、病院に勤務する薬剤師も医療に
大きく貢献する研究を行っていることは、まだあまり知られていな
いかもしれません。特に最近では、抗がん薬の副作用を予防する治
療法の開発は、病院薬剤師が主体で実施した研究の成果が国際的に
認められ、全国で抗がん薬治療を受ける患者さんの副作用対策にた
いへん役立っています。これらの研究に実際に携わった経験をもと
に、病院薬剤師が行う研究についてわかりやすく解説します。 

自身で持参する物 

※持参・該当するものに☑ 

パソコン（ OS： Windows ・ ☐ Mac ） 
→接続ケーブル（☐ RGB ・  HDMI ・  どちらでも可） 
※Mac をお使いの場合は、ご自身で接続ケーブル（変換コネクタ）
をお持ちください。 

☐その他（実験機材一式） 

会場で 
準備いただきたい 

備品等 
※必要なものに☑ 

プロジェクター・スクリーン 
☐その他必要な物※（           ） 
※会場・物品によっては準備が難しいことがあります。 

その他伝達事項  

 


